




















































































































































 γ事、一套…=、『季…  傾向は良く一致する。しかしながら,約10Hzにおける絶対値に関しては本解析結果のほうが2 倍以上大きい。このことは,日光周辺域における地殻の不均質性が他地域と比べて強いことを示
 すもので,微小地震活動が活発である,地殻内部に顕著な反射面が存在する,などの同地域の地
 理的な特徴を反映している可能性を指摘した。
 本研究では,3成分理論地震波エンベロープの合成に関し,震源の輻射特性及び自由表面の影
 響を正確に組み込んだ新しいアルゴリズムを提出した。このアルゴリズムにおいては,散乱の素
 過程や自由表面での反射及び地動振幅の変化が弾性論に基づいて厳密に評価されてている。本研
 究では,上記の理論的アプローチをもって,実際に観測された地震波エンベロープを解析し,地
 殻内部におけるランダムな短波長の不均質性を明らかにするとともに,その大きさを初めて定量
 的かっ十分な精度で推定することに成功した。今後,これを基礎に様々な地域においても同様の
 解析を行い,地域的な地殻活動と構造の短波長不均質性との関係にまで踏み込んだ議論を行うこ
 とが可能になるだろう。本研究ではその礎石を据えることができた。
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 論文審査の結果の要旨
 吉本和生提出の論文は,近地地震の全包絡波形(エンベロープ)の生成過程とこれを支配する
 地殻内の短波長不均質性について,理論的,解析的研究を行ったものである。
 理論的研究においては,半無限弾性媒質の中に散乱体が一様かつランダムに分布するモデルに
 もとづいて,地震波の3成分エンベロープを理論的に合成する枠組みを確立した。この中には,
 震源の輻射特性,散乱の非等方性,P波とS波のコンバージョン,自由表面の影響がすべて組み
 込まれており,従来にない現実的なエンベロープ合成が可能となった。とくに,自由表面の効果
 を初めて定量的に示し,これを無視すると直達波直後のコーダ波部に大きな誤評価が生ずること
 を明らかにした。
 この理論的な成果を基礎に,観測波形の解析的研究が行われた。地殻内の地震波速度のランダ
 ムなゆらぎを指数関数型の自己相関関数を用いてモデル化し,実際に観測された波形エンベロー
 プが,Pコーダ,Sコーダとも良好に再現されることを示した。また,これにより,地殻内速度構
 造のゆらぎの大きさとその相関距離を求め,相関距離300～800mの短波長の不均質性が存在する
 ことを明らかにした。このような短波長の不均構造は,従来の走時解析等の手法では解像できな
 かったものである。
 本論文の成果を基礎に,今後,短波長不均質構造と地震活動との関係など,地震発生場のさら
 に高度の解明が可能になるものと期待される。本論文は,地震波エンベロープの形成過程を明ら
 かにしたことにとどまらず,今後の地震発生場解明にも新たな一石を投じたものであり,博士論
 文として適当である。また,本人が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有
 することを示している。
 よって,吉本和生提出の論文は博士(理学身の学位論文として合格と認める。
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